
1.　  は　じ　め　に

　城西大学水田記念図書館 1）（以下，当館）は大学のシ
ンボルとなる 9 階建ての大きな建物であり，文系 3 学
部・理系 2 学部・大学院・短期大学の研究と学習を支え
る総合図書館の役割を担っている。最近では学生選書で
学生の声を取り入れ，小説なども取り揃えており，蔵書
は約 50 万冊にのぼる。
　2020 年 4 月，新型コロナウイルスの感染が拡大する
なか，出勤人数を制限するため図書館スタッフは自宅待
機やテレワークを行うこととなった。4 月中旬から先が
見えないなか，当面の休館が決まったが，利用者サービ
スを停止しないためにスタッフをいくつかのワーキング
チームに分け，オンラインでできるサービスを中心に実
施について検討を始めた。5 月 11 日からオンライン授
業を始める教員へのサポートや電子リソースのリモート
アクセス代理登録など，静まり返った図書館で日々の業
務を遂行した。その後，6 月からは制限付きでの開館を
開始し，オンラインサービスを展開していった。
　後期からは一部対面授業が再開されたことに伴い，開
館時間の延長やオンライン授業受講専用エリアの設置な
ど，新型コロナウイルス感染症に配慮しながらサービス
を拡大してきた。それらの取り組みについて紹介する。

2.　  ガ イ ダ ン ス

　当館では，教員からの申込みにより，年間を通じてガ

イダンスを実施している。昨年度（2019 年度）は 152
件行い，2,467 人が受講した。2020 年度前期の授業は，
コロナ禍の影響により，ほとんどの大学がそうであった
ように，本学もオンラインのみの対応となった。ガイダ
ンスにおいても，オンライン授業と時期を合わせ，5 月
の連休明けからオンデマンドで対応を開始した。具体的
には LMS（Learning Management System　;　WebClass）
上に自学自習用の PPT 資料と演習問題をセットにした
教材を公開する形で実施し，対面での実施と同様，A
コースから D コースまで，主に社会系学部の全学年を
対象とした 4 つのコースを用意した。
　後期からは状況が変わり，一部で対面による授業が開
始されたが，図書館では引き続きオンラインでのガイダ
ンスを継続し，全面的に Web 会議サービス Zoom（以
下，Zoom）を用いた同時配信で実施することとした

（図 1）。
　先んじて教員が Zoom を利用した授業を行っていたこ
と，オンデマンド以外のガイダンスを要望する声もあっ
たことから，早い時期に検討を始めており，4 月，5 月
のテレワーク期間中に，1 年生向けのコース「初めての
図書館」のマニュアルが完成していた。テレワーク終了
後も準備を進め，7 月上旬に，社会系学部 1 年生 18 名
を対象とした初めての Zoom ガイダンスを実施した。以
降，社会系学部 1 年生に関しては同時配信型での対応を
本格的に開始した。これを足掛かりに，後期のスタート
時から，A コースから D コースまでの全コース同時配
信型での対応が可能となった。
　本学薬学部は，6 年制の薬学科，4 年制の薬科学科と
医療栄養学科で構成されているが，まずは薬学科学生へ
のガイダンス実施状況を述べる。社会系学部へのガイダ
ンスはゼミ単位で常時予約を受けているが，薬学科にお
いてはカリキュラムの過密さから各学年で時間を割くこ
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とが難しく，例年 1 年時の 4 月上旬に，必修科目の 1 コ
マとして全員が受講する形を取ってきた。
　2020 年度の薬学科 1 年生向けのガイダンスは，コロ
ナ禍のなかで 7 月中旬まで延期となっていた。当初はオ
ンデマンドで図書館が用意した資料を用いて，教員が解
説を行う予定だったが，担当教員より，図書館員に解説
してほしいとの要望が寄せられた。それを受け，Zoom
による同時配信ガイダンスを，薬学科 1 年生 159 名に実
施することとなった。これまでに実施した社会系学部の
ゼミは最大でも 30 名程度と比較的少人数であり，150
名以上の受講者がいるなかでの Zoom ガイダンスは初の
経験となる。チャットで質問に対応する際，混乱が生ず
ることが懸念された。また，7 月の時点では図書館員側
がまだ Zoom 操作に不慣れだったということもあり，当
日は図書館員 2 名に加え，サポートの教員 2 名という体
制で対応した。当日は Zoom のセッティング，操作面で
の全面的なバックアップを受け，チャットでの質問への
対応なども，教員の協力により対応した。
　コンテンツについては「予め PPT 資料を用いた解説
を Zoom で録画した動画」「オンデマンドガイダンスの
ために作成した動画」「リアルタイムでの対応」を組み
合わせた構成とした。具体的なプログラムは以下のとお
りである。①図書館の利用案内：基本的な案内を動画で
流したのち，臨場感を持ってもらうため，図書館で行っ
ている展示やイベントの写真を画面に映し，その場で解
説を行った。コロナ禍で大学に来たことがない 1 年生に
も図書館を利用する際のイメージが沸くよう，学生が参
加できるイベントであるビブリオバトルや，コロナ禍で
なければ利用できていたラーニングコモンズを重点的に
紹介した。②本の検索演習：図書の検索方法についての
解説動画を流したのち，OPAC 画面での検索方法のデ
モンストレーションを行った。10 分ほど時間をとり，
学生に好きなテーマで本の検索をしてもらう時間を設け
た。③現在自宅から利用できるサービス：郵送貸出サー
ビス，コロナ禍で作成したポータルサイト「家でも，ど
こでも，つながる図書館」 2），電子ブックの利用方法等に
ついて動画で案内した。④学生アドバイザー紹介：薬学
科 6 年生のアドバイザーから 1 年生に向けたメッセージ
を録画し，使用した。予め録画した PPT 解説について

は，当日の負荷を少しでも軽減するために用意した。事
前に録画した PPT 解説を使用する点については，メ
リットとして時間配分が事前に把握しやすいこと，担当
者の心理的負担を軽減できることがあげられる。反対に
デメリットとしてはアドリブが利かないこと，急なプロ
グラム変更がしづらいことがあげられる。結果的には，
通してリアルタイムで行っても問題なかったと判断し，
以降はすべてリアルタイムで実施している。
　次に，残り 2 学科について実施状況を述べる。薬科学
科は例年であれば，1 年時と 3 年時にガイダンスを実施
している。1 年生にはオンデマンドの教材を用意する形
をとったが，3 年生向けには例年の内容を踏襲した形
で，Zoom によるガイダンスを実施することができた。
医療栄養学科では今年度，Zoom によるガイダンスは実
施していないが，1 年生のオンライン授業内において，
教 員 に よ り， コ ロ ナ 禍 で 作 成 し た「TOSHOKAN 
QUEST」 3）をプレイする試みがなされた。「TOSHOKAN 
QUEST」は，株式会社 KADOKAWA が販売するロー
ルプレイングゲーム（RPG）作成用ツール『RPG ツ
クール MV』を用いて作成したブラウザ上でプレイでき
る図書館紹介ゲームである 4）。図書館員が行うガイダン
スとは異なるが，来学できない 1 年生に図書館をバー
チャルで体験してもらう機会を得た。教員からの評判も
よく，授業後のアンケートでも「実際に自分が通うキャ
ンパスの中身が再現されていることがすごい。ゲームに
するだけで大変なのにキャラクターと戦えることに驚い
た。早く実際に行ってみたい」等，反応がよかった。
　今年度において，前期はオンデマンド型で全学部をカ
バーし，Zoom による同時配信型では 1 年生対象の A
コースまでを実施した。後期からは同時配信型による B
コース（1 年生後期以上が対象）～D コース（4 年生が対
象）を展開し，実施した。それぞれの実施数は A：7，
B：6，C：2，D：実施せず，その他：3 となり，計 18
件，413 名が受講した。
　オンデマンド型から同時配信型への移行には技術面，
知識面，心理面においてのハードルがあったが，教員の
後押しと協力により超えることができたと感じている。
前年度まで対面で行っていたコースを同時配信対応の形
で用意し，実施までたどり着いた点は，今年度の成果と
いえるだろう。
　一方，ガイダンス実施数を元の水準に近づけること
が，次年度の目標として残された。また，内容について
も課題が残る。スピード感を持って対応できた反面，十
分な検討を行う余裕がなかった。今年度のアンケート結
果を分析したうえで，ブラッシュアップが必要である。
　今後の展望として，コロナ禍以後の可能性を見据え，
以前の実施方法にとらわれない柔軟な見方も可能だと感
じている。オンラインでの実施は場所や人数の制約を受
けないため，一度に多人数をこなすことができる。ま
た，キャンパスが異なる学生も同時に受講できる。この

コロナ禍における新しいサービスへの挑戦 （小川ほか）　　31

図 1　オンラインガイダンス（Zoom）



点においては，コロナ禍以前からあった課題を解決でき
るのである。このような時期だからこそ，一過性の対応
に留まらず，長い目で見ればプラスになる面を逃さずに
捉え，活かしていきたい。

3.　  講演会・講習会

　当館では，年間を通じて 10 回以上の講演会・講習会
を行っている。その主な内容として，年 2 回の「研究倫
理講演会」，キャリアデザイン授業と連携して行う「出
版社講演会」，各種データベース講習会などがあげられ
る。例年その半分近くを前期で実施しているが，新型コ
ロナウイルスの影響により今年度は実施しないまま後期
を迎えることとなった。緊急事態宣言に伴いオンライン
授業となるなか，学生が自宅からでも図書館のサービス
を利用できるようにすることを最優先とし，講演会や講
習会を後期に実施するための方法について検討を行って
いた。講演会・講習会については授業と連携していたも
のもあり，後期の実施について薬学部薬科学科の教員か
ら相談を受けたのは 7 月半ば頃であった。
　データベース講習会を薬科学科 3 年生の実習授業との
連携で行うようになったのは，2018 年度後期からであ
る。教員からの依頼により，4 年時からの研究に向けた
準備として，データベースなどの理解を深めることを目
的とし，主に自然系データベースを利用するための講習
会を，契約先の講師による実習形式で行っている。薬科
学科は後期の授業のほとんどをオンラインで行うとのこ
とで，必然的に講演会・講習会もオンラインによる実施
を検討する必要があった。さっそく例年利用講習会を依
頼している各データベースのベンダーに 10 月以降の利
用講習会実施について打診し，10 月の『JoVE』，11 月
の『医中誌 web』『メディカルオンライン』，12 月の

『JDreamⅢ』『SciFinder』，1 月の『Scopus，Mendeley』
について日程を確定していった。また，就活関連として
キャリアサポートセンターと共催で行っている『日経テ
レコン』や『東洋経済デジタルコンテンツライブラ
リー』『eol』の利用講習会を，例年キャリアサポートセ
ンター主催の学内での企業説明会開催に合わせた日程で
行っており，今回も 12 月に実施した。会社四季報の見
方や企業研究について学ぶことは自然系学部の学生にも
意義があるため，教員に相談し，薬科学科実習授業との
連携で実施した。また，法学系データベース講習会

『D1-law』『TKC ローライブラリー』については，社会
系の教員に相談し，授業との連携で 12 月に実施した。
　研究倫理講演会については，薬学研究科生の論文作成
法の授業で前期に 1 回，自然系・社会系大学院生・薬学
部生（先の薬科学科実習授業とも連携）に向け後期で 1
回を行っているが，これについても前期は見送り，後期
に 2 回 10 月と 12 月で実施した。講演会は，授業以外の
学生・教職員の参加も可能であり，今年度においては教
務課との共催とし，科研費対象の教員と来年度申請予定

の教員へも聴講について広く周知していただいた。さら
に，リアルタイムでの参加ができなかった申込者には，
講師の許可を得て，アーカイブ聴講ができるよう一定期
間 Microsoft Stream へ録画を掲載するなどの対応を
行った。
　オンラインでの講演会・講習会については，すべて
Zoom を利用して実施したが，この Zoom を使用しての
サービス提供について，前期の準備期間が大変重要で
あったと感じている。オンラインでのサービス提供につ
いては，移動を伴わない手軽さもあるが，ネット環境に
左右される不具合の発生など，リスクも大きい。当初は
緊張や不安もあったが，入念な準備を行い回数を重ねる
ことで自信を持って対応できるようになっていった。

4.　  レファレンス

　非来館型のオンラインレファレンスとして，メール
および電話での対応は以前より行っていたが，コロナ
禍においては，これに加えて Microsoft Forms（以下，
Forms），Zoom での対応を開始した（図 2）。Forms に
ついては，休館時，テレワーク中のワーキングチームに
おける活動のなかで他大学を参考に検討し，6 月より

「相談受付フォーム」としてホームページに設置した。
それと同時に Zoom による対応も開始した。
　後期に入り，一部対面授業が開始されたことで来館者
も増加したことに伴い，カウンターでの対面レファレン
ス件数も徐々に増えてきた。ただし，対面での授業は少
人数のゼミに限られ，依然として来学できない学生も多
かったため，オンライン授業のみ受講している学生に対
する支援として，オンラインでのレファレンスを継続す
る方法を検討した。
　当初は，事前にフォームから希望時間を予約する形と
していたが，事前の申請作業が煩雑なため，利用者が少
ないのではないかと思われた。そこで，例年卒論に関す
る相談が増える 12 月より，試験的に常時リアルタイム
で相談できる Zoom 窓口を設置した。利便性を優先し，
パスワード不要のミーティング URL を用意した。セ
キュリティ面についても考慮し，学内者のみアクセスで
きるよう，LMS（WebClass）上で公開する形とした。
図書館側では，カウンターと横並びのレファレンス席設
置 PC で Zoom を立ち上げておき，待機室に学生が入室
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図 2　オンラインレファレンス対応のようす（Zoom）



した際に音声が鳴るように，PC のボリュームを最大に
し，多少離れていても気づけるようにした。
　このように万全の体制を整えたつもりだったが，現
状，前期からのオンラインレファレンス件数は，メー
ル：2 件，電話：8 件，フォーム：3 件，Zoom：2 件

（クイックレファレンスは除く）にとどまっている。特
に Zoom 対応については，学内の状況に応じて段階的に
対応を変化させるなど工夫したが，結果としては表れな
かった。こうした検討を重ねるなかで，見えてきた課題
がある。図書館のホームページをわざわざ毎日チェック
する学生は少ないと思われるため，図書館サービスを周
知するために行う広報の重要性が浮き彫りとなった。当
館では主に学内ポータルサイトから全学生に一斉配信を
行っているが，学内の各部署から様々な情報が配信さ
れるため，目に留まらないケースも多い。そのため，
Twitter 5）や 3 分ほどの短い広報動画などを作成し，教
員に周知を依頼するなどの工夫を重ねた。
　Zoom 以外，メールおよび電話でのレファレンスにつ
いては，コロナ禍以前から対応していたものの，学生の
利用はほとんどなかった。いくつかメールおよびコロナ
禍で新設したフォームからの相談に対応していくなか
で，レファレンスインタビューができないことが最大の
ネックであると感じている。メールおよびフォームで来
た質問に対しては，メールで回答を行っているが，レ
ファレンスインタビューができないため，真のニーズを
探ることが難しい。可能性を広げて回答するため，どう
しても長くなってしまうことがあった。電話でのレファ
レンスでは，インタビューは可能だが，データベースの
レクチャーなど，言葉だけでは伝えることが難しい場面
もあり，図書館員から呼びかけて途中から Zoom を立ち
上げ，回答した事例もあった。ただし，最初から Zoom
で相談することは，学生側の心理的なハードルが高いの
ではないかと予想する。どの手段も一長一短なため，
様々な手段を用意しておくことは意味のあることと捉え
ている。
　コロナ禍以後も，図書館においてオンラインレファレ
ンスの位置づけはますます重要なものとなるだろう。当
館が取り入れていない方法として，例えば LINE での
チャットレファレンスなどがあげられる。都立図書館に
おいて，試験的に AI によるチャット対応が開始されて
いる 6）が，大学図書館でもこういった仕組みを取り入れ
るなど，利用者が質問しやすく，かつ適切な回答を得ら
れる手段を模索していく必要があるだろう。

5.　  郵送サービス

　大学に来ることのできない学生へ，どのようにサービ
スを提供していくか，それは春からの課題であった。ま
ず初めに，電子リソースの学外アクセスを可能にするた
め，ID・PW の発行や代理登録を行った。その後，本来
のサービスである資料の提供について，他大学でも少し

ずつ始めていた貸出図書の郵送サービス開始を検討し
た。申込みについては図書館システムの予約機能を使
い，発送については追跡可能なゆうパックを利用し，学
生への送料は大学負担とした。併せて，文献の複写とそ
の発送も大学負担とし，自宅からでも図書館サービスが
受けられるようにした。大学での対面授業開始が不透明
な状況において，図書の返却については期限を定めない
対応としたため，通常行っていた貸出中の図書への予約
停止や，シラバス図書の郵送貸出不可などいくつかの制
限は設けたが，開始から半年，300 冊以上の郵送貸出に
対応している。

6.　  イベントその他

　後期に入り，オンラインと対面のハイブリッド授業と
なったが，大学へ来る学生は限られており，図書館の来
館利用者は前年比約 20%，貸出も 30% 程度に留まって
いた。それでも図書館を利用する学生は一定数いるた
め，館内展示も継続的に行い，HP や Twitter，図書館
報で広報を行った。Twitter は，図書館サービスやイベ
ントの案内を発信するツールとして日々活用しており，
大学内の学部や学科の Twitter をフォローすることによ
り生まれる，意外な相乗効果もある。本学薬学部医療栄
養学科で発信している Twitter 7）内では，教員がおすす
め図書を紹介するコーナーがある。図書館はそれを受け
て所蔵を案内したり，そのコーナーで紹介された図書を
集めたミニ展示を行うなど，学部との連携を図ってい
る。
　展示については，今年度新たに行ったサービスとし
て，「オンライン福袋」 8）がある（図 3）。当館では，長期
の休みに入る前，図書館員が選んだ本の書名を伏せて

「福袋」や「仮面本」として貸し出す人気のイベントが
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図 3　オンライン福袋



ある。今年度はその本を電子書籍に代え，オンラインで
行っている。HP 上に福袋を模した「オンライン福袋」
を掲載し，コメントをヒントに好きな福袋の本を借りて
もらうという流れで，クリックすると『LibrariE』 9）の 1
冊にリンクするようになっている。「本日の 1 冊」は更
新のたびに本が変わるなど，遊び心満載だ。
　また，今年度新たに試みたイベントとして，「電子書
籍の学生選書」があげられる。例年図書館で行っていた
学生選書を，オンラインでできる選書会として実施を検
討した。まず，前期は，オンラインで業務を行っていた
学生アドバイザーに，『LibrariE』の選書を依頼した。
選書可能図書をリスト化したものを学生アドバイザーに
メール送信し，そのなかから一人 5 冊ずつを選書しても
らうという方法をとった。この選書により購入した電子
書籍 70 冊は，『LibrariE』トップページ上で「学生アド
バイザー選書 2020」としてカテゴリー分けし，学生へ
周知した 7 月については 200 冊の貸出があった。後
期は，丸善雄松堂株式会社提供の『Maruzen eBook 
Library』（以下，Maruzen eBook Library）と導入を検
討していた株式会社紀伊國屋書店学術電子図書館

『KinoDen』（以下，KinoDen）を加え，教員・学生を対
象としたオンライン電子書籍選書会「ブックハント
2020」 10）の実施を検討した（図 4）。『LibrariE』は前期
同様リストから，『Maruzen eBook Library』と『KinoDen』
については直接サイトより試読やリクエストができるよ
うにした。学生が学外から参加するためにはリモートア
クセスの申請が必要となることもあり，イベント開始直
後は教員も含め数件のみのリクエストであったが，ガイ
ダンスや講習会での広報，教員からの誘導などもあり，
11～1 月の 3 カ月間で 48 点のリクエストを受けた。

「ブックハント 2020」で購入した電子書籍については，
館内では QR コードを添付した POP を展示し，HP 上
では電子書籍へリンクさせるなど，貸出へつなげる工夫
をしている。

7.　  学生アドバイザー

　学生アドバイザー 11）とは「学生が学生に相談できる」

学習支援制度で，平日の授業時間帯の 9：30 から 18：20
まで，図書館内 1・3・7 階の相談席で本の探し方や PC
の使い方，レポートの書き方などをサポートしている。
例年 4 月中旬の委嘱状授与式から新体制で始動するが，
今年度は 5 月末から 15 名でオンライン活動を始めた。
Microsoft Teams を利用して開催した委嘱式では，図書
館長からアドバイザーに向けて「休館が続き学生は図書
館を遠くに感じてしまっていると思う。そういった学生
と図書館を繋げるような役割を期待している」とエール
が送られた。最初こそ慣れない環境に戸惑ったが，今で
は週一回のオンライン会議もスムーズに開催し，各自の
業務状況を共有している。また，この会議は，学生目線
での図書館への提案をもらえる機会でもある。
　前期は Twitter アカウントを毎日更新，質問箱の開
設・他大学学生のオンライン活動調査・電子図書館『Li-
brariE』を用いての学生選書・Zoom を活用したオープ
ンキャンパスなどの業務をすべてオンラインで実施して
きた。さらに 3 年連続参加している図書館総合展 12）の
ポスターセッションの制作作業も並行して取り組んでき
た（図 5）。
　後期から一部対面授業が再開されたため，学生アドバ
イザーの展示の入れ替えなど館内での業務を一部再開
し，前期の反省を踏まえて，後期の目標を「オンライン
相談業務の強化」「オンライン業務と館内業務の両立」

「イベント開催」「アドバイザー業務の引継ぎ」と定め
た。
　まず前期から実施してきたオープンキャンパスのオン
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図 4　ブックハント 2020

図 5　  第 21 回図書館総合展ポスターセッション出展作品  
―来場者投票賞第 3 位／出展団体賞（日本事務器賞）受賞

図 6　学生アドバイザーによるオンライン相談（Zoom）



ライン方式を相談業務に取り入れることに決め，アドバ
イザーの自宅と図書館 1 階アドバイザー席のモニターを
Zoom で繋いで相談対応を始めた（図 6）。すると図書館
利用学生から「課題がわからず困っている」「起業に興
味があり経験談を聞きたい」などの相談があり，早速効
果が表れ始めた。薬学部の学生からの課題に関する相談
は，薬学部棟の学修支援室を案内するなど総合相談窓口
の役割も果たしている。一方で，モニターを通り過ぎ，
カウンターの図書館員へ相談に行くケースも多くもどか
しさを感じているが，挨拶や Twitter での情報発信など
広報活動に注力している。
　次に「オンライン業務と館内業務の両立」として「月
壱おすすめ本展示」（図 7）を再開した。2019 年度から
開始し当時のアドバイザーが発案したこの展示は，月に
一度展示本を入れ替え，最初の一週間はテーマ当てクイ
ズを実施して正解者にはアドバイザーのオリジナルグッ
ズをプレゼントするというイベントである。毎月 6～20
冊展示をしており，年間統計では展示冊数の約半数が借
りられるなど，注目度の高さが窺える。今年度はオンラ
イン環境ということを考慮して検討した結果，テーマ当
てクイズの実施は断念し，季節に絡めたテーマ（7 月七
夕・12 月雪など）だったものを「学生アドバイザーの
おすすめ本」とすることに決定した。2020 年 3 月から
サービスを開始した電子図書館『LibrariE』からも選書
し，来館せずとも展示を楽しめ，貸出につながるよう工
夫している。
　さらに前期に断念したイベント「ライブラリーラウン
ジ」 13）をオンライン（Zoom）で実施した（図 8）。ライ
ブラリーラウンジとは，学部間の交流を目的としてアド
バイザーが主催しているイベントで 2014 年から実施し
ており，今回で第 20 回を迎えた。内容を就活生への支
援とし本学キャリアサポートセンターのキャリアカウン
セラーを講師に招き，「1 回はやっておきたい！グルー
プワーク体験会」というテーマで開催した。初のオンラ
イン開催ということで不安も大きかったが，16 名の学
生が参加し 2 回のグループワークも滞りなく進行でき
た。薬学部 1 年生からは「就職活動の第 1 歩を踏み出せ
たと感じた。自分の課題が見つかった」といった感想が

寄せられ，大成功で終えられた。アドバイザーもオンラ
イン開催の準備など多くを学べた。
　こうした取り組みは学生へのサービスの充実はもちろ
ん「アドバイザー業務の引継ぎ」に直結している。今年
度は例年のような活動ができず，来年度以降，アドバイ
ザー業務を継承していけるのかという不安がアドバイ
ザー間で漂っていた。一番の解決策はやはり経験するこ
と。これまでと全く同じことはできなくても，与えられ
た環境で少しでも例年に近い活動をしようという思いが
アドバイザーを突き動かしてきた。毎年恒例の業務マ
ニュアルの改訂作業を終えれば，一通りの業務を実施で
きたことになる。
　コロナ禍で活動できない学生サポート団体が多いな
か，オンラインでこれだけ実施できた経験を今後の活動
に生かしていきたい。

8.　  お　わ　り　に

　春からの新型コロナウイルス感染症対応に伴い，前期
はほとんどの大学で入構禁止などの措置がとられ，図書
館も休館や短縮開館を余儀なくされた。その間，様々な
かたちで利用者へのサービス提供について検討してきた
わけだが，サービス対象者の顔が見えないことは非常に
心もとなかった。図書館側からの一方的なサービスに
なっていないか，教員や学生の要望に応えられている
か，利用者の反応を直接感じることができないもどかし
さが常にあった。緊急事態宣言解除後，段階的に図書館
を開館する過程で，利用者へのサービスの形態について
改めて考えたとき，やはりオンラインによる提供は有効
であると感じる。ただ，先ほど述べた「一方的なサービ
ス」にならないよう，常に相手側の反応を感知できる状
態であることが必要である。その点で，Zoom を使用し
たガイダンスやレファレンス，講演会・講習会，イベン
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図 7　月壱おすすめ本展示

図 8　第 20 回ライブラリーラウンジ（Zoom）



トの実施は効果的であったといえる。実際に図書館に来
館し，貸出や返却，学習相談を対面で行うことがもっと
も望ましいことではあるが，それがすべてではない。利
用者が望んだときに望んだサービスが受けられるよう，
形態にこだわることなく，これからも様々な教育支援を
行っていきたいと考える。
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